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は じ め に
外務省によると、在留外国人数は近年増加傾向にあ
る1）。今後、「日本人の配偶者等」「定住者」等の在留資
格をもつ外国人の定着化が進むことや、増加傾向にある
就労資格による新規入国者や在留外国人について、将来
的に「永住者」の在留資格を取得し在留を希望する外国
人が増加することが見込まれている2）。
筆者が滞日外国人支援団体・機関を対象に行ったアン
ケート調査において、これらの組織が滞日外国人を支援
する上でさまざまな課題を抱えていることが明らかとな
った3）。その中には教育問題や家族問題への対応に関す
ることも含まれ、滞日外国人児童が困難に直面している
現状が示唆される。
そこで、滞日外国人児童を対象とした研究を概観した
ところ、教育をテーマとしたものが多くみられた。例え
ば、保育・教育に関する研究4, 5）、不就学に関する研
究6～8）、日本語指導に関する研究9）、障害のある児童の
教育上の問題に関する研究10, 11）、進路・進学の問題に
関する研究12, 13）等がある。
それでは滞日外国人児童への教育として、日本ではど
のような施策がとられているかをみていきたい。文部科
学省によると、帰国児童生徒や外国人児童生徒への教育
については表 1に示すような施策が行われている。表 1
をみると、外国人児童への教育は日本語指導が重視され
ていることがわかる。
以上述べてきたように、滞日外国人児童に関する研究
では教育が多く取り上げられ、学校現場においては日本
語指導が重視されている現状が把握できた。日本語指導
が重視される背景には、日本語指導を要する外国人児童
数やこのような児童が在籍する学校数が増加傾向にある
ことがあげられる15）。児童という年齢上の特性からする
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と、研究テーマが教育に集中することは妥当なことと解
せるし、教育現場ではそこで用いられる言葉の理解が必
要であることも理解できる。しかし、児童が中学校や高
校を卒業後、日本で生活するにしても帰国するにして
も、社会の中で自立した人間として生きていくことが求
められることを踏まえると、「教育の対象者」として捉
えるのみならず、「生活者」として捉える必要性がある
のではないだろうかと考えた。
このような問題意識のもと、本研究では滞日外国人児
童を直接支援する滞日外国人支援者にインタビューを行
い、滞日外国人児童がどのように将来の進路を選択する
のかをはじめ、その生活の現状を把握するとともに、滞
日外国人支援者のインタビュー結果から明らかになった
キャリア支援の必要性について述べる。さらに、支援者
の要望に基づき、筆者が実施したキャリア支援の取り組
みについて報告するとともに、今後の課題について検討
する。
なお、本研究における「児童」とは、児童福祉法上の
定義にならい 18歳未満の子どもとする。そのため「児
童」「生徒」と区別はしていない。また、「キャリア教
育」ではなく「キャリア支援」という言葉を用いている
が、筆者が教育学の立場からこの問題を論じるわけでは
ないからである。もちろん、教育問題やキャリア支援を
考える上で教育の現場での取り組みについて触れないわ
けにはいかない。しかし、筆者は教育において行われる
進路や職業に関する指導に留まらず、滞日外国人児童が
地域社会の中で生活していくために必要な、進路や職業
選択および自己実現にむけたサポートを含めることがキ
ャリア支援であると考える。滞日外国人児童が地域や社
会の一員として包摂されながら、自分の人生を選択し、
生きていくためにどのような支援が必要かを考えるソー
シャルワークの視座から論じていく。
なお、本研究は関西福祉科学大学研究倫理委員会の承
認を得て実施しており、滞日外国人支援者を対象とした
インタビュー調査においては、研究協力は任意であるこ
と、得られたデータは研究以外では使用しないこと、個
人が特定できる情報は公表しないこと等を口頭および書
面にて説明し、同意が得られた後に実施した。
Ⅰ 滞日外国人支援者へのインタビュー調査を通して
把握した滞日外国人児童の教育問題および支援実践
（1）インタビュー調査の対象と方法
では、滞日外国人児童に対して実際に行われている教
育支援が、滞日外国人の視点から見てどのように捉えら
れているのだろうか。また、滞日外国人当事者が望む教
育支援とは具体的にどのようなものなのか。ここでは、
南米日系人を中心とした滞日外国人を支援する事業およ
び活動を行っている C 支援団体の代表 A 氏と、小・中
学校において外国人児童の支援を行っている生活支援員
B 氏にインタビューを行い、インタビュー結果から明ら
かとなった滞日外国人児童に関わる教育問題について整
理した。調査期間は 2016年 8月から 2017年 3月で、一
回のインタビュー調査に所要した時間は 2時間とし、半
構造化インタビューを行った。インタビュー内容は、日
本で生活するにあたって滞日外国人が抱える問題に具体
的にどのようなものがあるのか、また滞日外国人児童へ
の支援活動を行う上で、どのような取り組みが必要だと
思うのかを中心に、以下の 1）～4）について聞き取りを
行った。1）団体・機関が抱える課題・問題点、2）滞日
外国人が直面する（抱える）問題、3）制度・サービス
面における課題、4）対応困難および問題解決を実現し
たケースについてである。インタビュー内容は IC レコ
ーダーに記録後、テープ起こしを行った。その後、回答
を読み返しながら、反復して出現する言語から現象のパ
表 1 帰国・外国人児童への教育等に関する施策
施策 内容
日本語指導等、特別な配慮を要す
る児童生徒に対応した教員の配置
1992年度から、「外国人児童生徒・帰国児童生徒」の日本語指導等に対応した教員定数
の特例加算により、その給与費等を国庫負担。
「帰国・外国人児童生徒教育担当
指導主事等連絡協議会」の開催
2001年度から、帰国・外国人児童生徒と共に進める教育の国際化推進地域のセンター
校の担当者、都道府県・市町村教育委員会の指導主事、その他帰国・外国人児童生徒教
育担当者等を対象に、各地域における施策の実施状況や先進的な取組等についての情報
交換を行うとともに、直面する課題やその対応方策等についての研究協議を行う会議を
開催。
「外国人児童生徒等に対する日本
語指導のための指導者の養成を目
的とした研修」の実施
1993年度から、外国人児童生徒受入校の教員、教育委員会の外国人児童生徒教育担当
の指導主事等を対象とし、2003年度からは、校長・教頭等の管理職も対象に加え、外
国人児童生徒に対する日本語指導等の専門的な研修を行い、指導力の向上を図る「外国
人児童生徒等に対する日本語指導指導者養成研修」を実施。
「学校教育における JSL カリキュ
ラム」の開発
2001年度から、日本語指導が必要な外国人児童生徒を学校生活に速やかに適応させる
ために、日本語の初期指導から教科指導につながる段階の「JSL（Japanese as a Second
Language の略、つまり第二言語としての日本語のこと）カリキュラム」を開発。
文部科学省ホームページ14）を参考に筆者作成
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ターンを発見し、現象のパターンを概念レベルで把握す
るために、パターンに名称をつけてラベリングを行っ
た。
両氏を調査対象に選定したのは、いくつかの共通点が
あったためである。その一つは、両氏とも滞日外国人で
あり、かつ当事者でもあることである。これまで滞日外
国人への支援は、その多くが日本人によるものであっ
た。もう一つは、両氏とも自身の体験から滞日外国人の
子どもたちを支援したいという思いを抱き、ボランティ
ア活動に加わったことで、現在の活動支援に結びついて
いった経緯があることである。
（2）A 氏および B 氏の活動内容について
滞日外国人の A 氏が代表を務める C 支援団体の事業
および活動は、1）南米日系人を中心とした在住外国人
の支援事業、2）在日外国人同士の交流と相互援助事業、
3）在留外国人と地域住民との交流事業、4）移民の歴史
の保存・紹介、5）アミーゴの会の運営を柱とする。具
体的には、「プロジェクト・かえる」（日本からブラジル
への帰国者のサポート）、小～高校生までを対象とした
語学教室（毎週土曜日）、スポーツ大会や交流イベント
の開催、相談対応、移動領事館の開催（ビザの手続き、
生活相談等）等である。これらの事業や活動を通じて明
らかになった、滞日ブラジル人の生活状況や彼らが抱え
る生活問題は、医療問題（医療通訳、メンタルヘル
ス）、福祉問題（障害児・者、老齢・障害年金、健康保
険）、教育問題（性教育、いじめ、未就学、進学・進路
に関する情報不足、キャリア支援の必要性、アイデンテ
ィティの形成の必要性）、生活問題（多文化交流の不足、
在留資格）等である。
小・中学校において滞日外国人児童の支援を行ってい
る B 氏は、滞日外国人が集住する Z 市の公立学校で、
外国人児童生活支援員として児童およびその家族への支
援を行っている。B 氏自身も、日本で生活する滞日外国
人である。B 氏の生活支援員としての主な業務は、滞日
外国人児童やその家族に対して日本での教育支援が円滑
に行えるよう、ポルトガル語やスペイン語、英語による
通訳、翻訳業務だが、実際の活動は、日本語が不自由な
児童に対して、母語と日本語の両方を使って日本語の授
業を行ったり、ポルトガル語の母語教育を行ったり、家
族や児童の生活相談にも応じたりして多岐にわたる活動
を行っている。
（3）インタビュー結果と考察
C 支援団体では、児童のアイデンティティ形成に関し
てブラジル民話を紹介し、また、C 支援団体が実施する
ポルトガル語教室においてもこの民話を活用し児童に関
心をもってもらうよう働きかけをしている。また、「勉
強としてではなく、友だちと出会うような感覚で人と交
流できる機会をつくる」ことが重要であるとし、スポー
ツ大会や季節の行事等を実施している。さらに、進学・
就職に関するキャリア支援に関しても、C 支援団体では
ブラジル人児童に対するさまざまな取り組みを始めてい
る。例えば、大学や専門学校と連携をとり、各教育機関
の専門学部（看護、商業、福祉分野他）の紹介や模擬授
業を実施する機会、大学や専門学校を見学する機会、卒
業後の進路・職業選択について学ぶ機会等をつくってい
る。また、日本に滞在するブラジル人留学生に来てもら
いその研究内容の話を聞く機会もつくっている。ブラジ
ル人児童にとって、勉強し活躍するブラジル人の存在が
よいモデルとなり、職業や進路選択に対する意識・意欲
をもつきっかけとなることが期待される取り組みであ
る。最近は日本の高校へ進学し卒業後就職するブラジル
人児童が増えてきている。しかし、大学に進学する児童
は全国的にみるとまだまだ少ない状況であるとのことで
ある。高校へ進学するための補助金制度もあるが、保護
者の収入により制限される（受給できない）ケースもあ
る。C 支援団体が関わる児童が通う中学・高校のなかに
は、外国人児童の学習を支援する体制が整えられている
学校もある（日本語や教科の指導支援）。A 氏による
と、これらの取り組みは、さまざまな側面からブラジル
人児童の成長や人生（生活）を見据えた、教育サポート
やアイデンティティの形成支援、将来のよりよい進路・
職業選択にむけた貴重な支援実践例であり、もっと充実
させる必要があると考えられている。
A 氏のインタビュー内容から、滞日外国人児童に関
わる教育・生活問題を整理すると、表 2のようになる。
次に、活動内容の一つである母語教室について B 氏
は、日本で生まれ育ち母国のことを知らない児童が多い
ことから、もう一つの祖国であるブラジルの言葉（ポル
トガル語）を理解することで、自身のアイデンティティ
を確立することを目的としており、したがって、母語教
育は日本語教育と同様に重要であると指摘している。ま
た、B 氏は自身の活動目的を「社会人を育てるのが目標
で、そこには日本人とか外国人の社会人ではない」とコ
メントしており、社会の中で児童を大事に育てる意識を
持たないと、問題は日本社会全体に跳ね返ってくると懸
念を表している。そのためにも、児童が社会人として、
地域で生きていくためのキャリア支援が求められている
と考えている。
B 氏のインタビュー内容から、滞日外国人児童に関わ
る教育・生活問題を整理すると、表 3のようになる。
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滞日外国人を支援する人びとの多くが、当事者であり
ながら支援者でもあることがフィールドでの調査を通じ
て明らかになった。そこには、当事者たちだけでなく、
地域や行政など、既存のシステムに直接働きかけていく
ためのアクションをどのようにとるべきか、ともに考え
ていくことが重要である。支援者であり、当事者でもあ
る人びととの対話を通して、筆者から何かできることは
ないかと申し入れを行ったところ、キャリア支援に関す
るワークショップを開催し、子どもたちに、職業選択の
幅を広げてもらい、その実現のためにどのように取り組
んでいくべきか、考える機会を与えて欲しいという要望
が出た。そこで、今回、フィールドでのインタビュー内
容から明らかにされたキャリア支援プログラムの実施に
ついて、主にブラジル人を中心とする滞日外国人児童に
ワークショップ行うこととした。
表 2 C 支援団体・代表 A 氏に対する調査結果（抜粋）
ラベリング項目 インタビュー内容
1．児童のアイデン
ティティ形成の必要
性
・日本にいるから日本に染まって収まるのではなく、日本で暮らしながらブラジル人だという自信をもつ
ことが必要である。
・母語教育の必要性・・・日本語教育とともに、母語教育も重要である。
・アイデンティティを知って自信をもつためには、母語教室や親が子どもたちに母国の文化を伝えるこ
と、子どもも文化の違いを知ることが大切である。
2．進学・就職に関
するキャリア支援の
必要性
・高校や大学進学について、児童だけではなく親も準備することが必要である（私立と公立の違い、専願
や併願等のシステム、進学後の手続き等）。
・進路・職業に対する児童の意識・・・「大学」の印象として、ポルトガル語・英語・多文化共生など言
語を勉強するというイメージが強い（C 支援団体が関わる児童・生徒）。将来の夢やどのような職業が
あるのかなど、イメージを持っていない児童が多い。
・進路・職業に対する親の意識・・・親は子どもの進路について真剣に考えていないケースも多いのでは
ないか。今の生活が楽しければよいと考えている人が多い。
・日本の社会では、外国の子どもたちに大学に進学してその後どうするか、どのような選択ができるかと
いうことを学べる機会を与えてこなかった。
3．学校生活におい
て児童（もしくは
親）が抱える悩みや
問題（学習面、対人
関係面）
・学校で対人関係面がうまくいかないケース、いじめの対象となるケースもある。
・ブラジル人児童に自閉症の疑いがある場合等、保護者が認めないケースもある。ある事例では学校側か
ら特別支援学級に入りサポートを受けるよう勧めがあったが、保護者が普通の教室に入れてほしいとい
う希望を持っていた。
・自閉症の疑いがある子どもに対し、勉強を教えるときに書かせても理解できないため、物や形で見せた
り、絵を見せて説明するなど理解できるよう工夫している。
4．児童に対する性
教育の必要性
・年に 1回、ブラジルから HIV の当事者が来て、C 支援団体を利用する児童・生徒に対し、HIV の知識
や現状、性教育（中学生たちにコンドームの使い方を教える等）について講義を行う機会を持ってい
る。
5．外国人児童と日
本人児童に対する多
文化共生に向けた意
識付けの必要性
・国や文部科学省などが外国人児童に対する教育支援施策を考えることはたいへん重要であり、外国にル
ーツをもった若者たちが日本で育つことで、将来日本に対して役に立つはずである。
・日本人の学生に対しても、他の国の人たちとの交流の機会を作り、多文化共生の意義を理解してもらう
必要がある。
表 3 Z 市外国人児童生徒支援員 B 氏に対する調査結果（抜粋）
ラベリング項目 インタビュー内容
1．アイデンティテ
ィ形成の必要性
・母語教育の必要性・・・日本語教育とともに、母語教育も重要である。
・母語教室では、日本で生まれ育ち母国のことを知らない子どもたちが多いことから、もう一つの祖国で
ある言葉を理解することで、自身のアイデンティティを確立する
2．キャリア支援の
必要性
・日本語は大きな武器で日本語ができないと限られた仕事しかできない。
・子どもを大事に育てると、それは日本社会全体に返ってくる。そして日本を支えてくれる。
・社会人を育てることが目標であり、そこには日本人の、外国人の社会人などない。
3．日本の教育シス
テムの変革
・外国人を受け入れる政策を進めるなら、外国人の子どもたちの義務教育をシステム化することが大切。
・子どもたちを受け入れて義務教育を受けさせて、ノウハウをクリアして育てないと深刻な社会問題とな
る。
・ノウハウを知らず、そのまま育った子どもたちが、未成年で一人親世帯となるケースが増えている。
4．送出国と受入国
の事前準備
・送出国と受入国（この場合、日本）が、滞日外国人が来日する前に、日本での生活、日本語、教育シス
テムなど事前に情報提供すべきである。
・滞日外国人も同様に、十分情報を収集したうえで、何をしに来日するのかを意識して準備することが大
切。
5．生活課題への対
応・人材の育成
・DV、虐待、暴力、非行、メンタルヘルス、障害など生活に関連する問題が多い。
・これらの生活課題をボランティアなどに頼っているケースがほとんど。
・通訳・翻訳業務だけでなく、「人のサポートができる人」を育てる必要がある。
・人材の育成と問題に対応していくための予算も重要である。
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Ⅱ 滞日外国人児童を対象とした
キャリア支援の実践報告
（1）プログラムの概要と目的
筆者らは 2016年 11月に滞日外国人支援団体のポルト
ガル語教室受講児童を対象としたキャリア支援プログラ
ムを実施した。参加者は小学生 19名、中学生 5名であ
った。また、児童らの保護者（13名）も一緒に参加し
た。表 2に示す A 氏へのインタビューで語られた、「将
来の夢やどのような職業があるのかなど、イメージを持
っていない児童が多い」ということを踏まえ、プログラ
ムを検討した。具体的には内容は、①福祉の仕事の紹
介、②将来の進路・仕事について考える、③WOOP
（Wish-Outcome-Obstacle-Plan、以下、WOOP）（夢をかな
える実行計画）の記入とし、時間は約 60分（講義 40
分、WOOP シート記入 20分）の構成とした。実施した
プログラムの手順を表 4に示す。
今回は、筆者の専門領域が福祉であったことから、仕
事の例として福祉の仕事、特にソーシャルワーカーにつ
いて、児童および保護者に説明を行った。また、その
後、参加児童に WOOP シート（図 1）を配布し、各自
の想い描く将来の夢について考える時間を設けた。
WOOP とは、メンタルコントラスティングと実行意
図という心理学的知見に基づく、願いを達成するために
自分の行動を調整するためのツールである16）。WOOP
に基づいた教育実践とその効果検証に関する知見とし
て、竹橋らの報告がある17）。W は Wish（願い）、O は
Outcome（結果）、O は Obstacle（障害）、P は Plan（計
画）を意味する。まず Wish（願い）を記入してもらい、
願いを達成することから想像できる最善のこと＝Out-
come（結果）を思い浮かべ、願いを叶える上での Ob-
stacle（障害）を見つけ、その障害を克服・回避するた
めの Plan（計画）を「もし～なら」の形で考えるとい
うものである。
WOOP の対象年齢は児童から成人と幅広い年齢層で
活用可能なツールであるが、子どもにとっても効果があ
り、夢に向かって進み始め、社会で生きていくのに必要
な基本的な振る舞いが身につくとされる。今回は「夢に
向かって進み始める」点に注目して WOOP を活用する
こととした。自分自身で将来を考え、それを言語化する
ことを通して、将来に向かって進むきっかけを提供する
ことを目的とした。
（2）結果および考察
福祉の仕事の説明は、できるだけ平易な言葉や図を多
く用いて参加した児童らにも理解できるよう努めたが、
参加児童の年齢からすると（多くが小学生）理解しイメ
ージしづらい部分もあったと思われ、内容の再検討が必
要であると感じた。提出のあった WOOP シート（感想
記載欄含む）は 20名分（24名中）であった。「福祉に
ついて勉強になった（初めて聞いたけどわかった）」「よ
く聞けた」「楽しかった」等が 10件、「むずかしかった」
「わからなかった」等が 5件、「少しわかった」等が 3件
であった。また、「将来の夢」に関しては、各自の夢
（デザイナー、学者、サッカー選手、通訳ほか）が自由
な発想で記入されていた。友だちと相談したり、筆者ら
に記入の仕方を尋ねたりと、楽しみながらそれぞれの
「夢」を記入する様子がみられた。しかし、中には「な
ぜ福祉の仕事の話がいきなり始まったのか」という感想
もあり、今後このようなプログラムでは、冒頭に目的に
ついてより丁寧に説明する必要性がある。しかし、理解
の難しさはあったにせよ、話をきく姿勢は良好であっ
た。これには次のようなことが理由として考えられる。
先に述べたように、今回のプログラムはインタビュー調
査に協力し、キャリア支援の必要性を訴えた A 氏が代
表を務める団体で実施した。プログラム開始にあたり、
A 氏があらかじめ児童にしっかりと話をきくよう促し
ていたためであろう。話をきくことは学習の基本であ
り、「きこう」という姿勢を保持できることは重要であ
る。児童の将来を考え、学習に臨む基本姿勢の重要性を
表 4 滞日外国人児童へのキャリア支援のプログラム（内容）
1．イントロダクション（趣旨説明／担当者の紹介）
2．「ふくしのお仕事（ソーシャルワーカーの役割）、将来の
仕事について考えてみよう」（スライド資料にそって説明）
福祉／福祉の仕事／ソーシャルワーカー／社会福祉士・精
神保健福祉士／社会福祉士・精神保健福祉士の活動領域／
社会福祉士・精神保健福祉士の具体的な活動場面／自分の
進路や、将来の方向性について考えてみよう／WOOP の
書き方
3．WOOP シートの記入
図 1 キャリア支援プログラムにおいて配布した WOOPシ トー
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認識し、きちんと伝えていける支援者の存在は大きい。
WOOP シートの記入については、時間の関係でゆっ
くり考えてもらうことはできなかったが、筆者らに質問
をしたり、周りの仲間とも話をしたりしながら、楽しん
で取り組んでいる児童が多いように見受けた。記入され
た「願い」も多様であった。一方で、中学生は概ね記入
が進まず、用紙の提出がなかった児童もあった。このた
め年齢や学年による差異を考慮した内容を検討する必要
がある。
今回のプログラムは筆者らにとって初めての取り組み
であり、課題も散見されたが、自分の将来を具体的に考
えるきっかけを提供するために WOOP を活用すること
が、キャリア支援において有効であることが示唆され
た。
Ⅲ 考 察
滞日外国人支援者へのインタビューにおいて、滞日外
国人児童へのキャリア支援の必要性が語られた。表 1に
あるように、日本で生活する外国人児童への教育は日本
語指導が重視されていたが、日本語力を高めるだけでは
不十分であることが示された。
日本の学校におけるキャリア教育のプログラムの枠組
みの例として、文部科学省『中学校キャリア教育の手引
き』では、表 5のような内容が示されている18）。ここに
示された枠組みは一つの例として、各学校で子どもたち
の実態に応じて設定することが望ましいとされている
が、一定の普遍性をもつものとして開発されていること
から、キャリア教育を考える上での一つの基準と捉えら
れるだろう。
表 5に示された内容から、キャリア教育は、さまざま
な情報を活用しながら自身の将来を考え、夢の実現に向
けて主体的に行動していく力を身につけることが目的と
いえる。また、「自分のよいところ」「自分の長所」「自
分らしさ」「自己の個性や興味・関心」という言葉で表
されているような、他者とのかかわりを通して自己理解
や自己肯定感を深めたり高めたりしていくことが求めら
れるといえる。
滞日外国人児童の中には日本語力が不十分な状態で学
習に臨んでいる者が多く、表 5のようなキャリア教育を
展開するためにも、まずは日本語力を高める取り組みが
重視されていることがうかがえる。
しかし、キャリア教育とは発達段階に応じた課題が設
定され取り組まれるものであり、「すべての教育活動を
通して展開するもの」19）であるならば、どちらが先かと
順位をつけて行われるのではなく、一体的に取り組まれ
るべきであろう。
そして、キャリア教育や日本語教育に加え、母語教育
も合わせて取り組む必要があることを指摘したい。母語
教育については、支援者のインタビューでもアイデンテ
ィティの形成という観点からその必要性が語られてい
た。于は、小学校における母語の保持と伸長を図る日本
語指導の事例を紹介し、母語および母文化を尊重するこ
とはアイデンティティの形成に好影響を与えるとされて
おり、母語教育の保持の重要性を示唆している20）。西村
は、中国語の母語教育をカリキュラム内で取り組んでい
る小学校の事例を検証し、母語教育がアイデンティティ
形成を促進させるという意味において重要な役割を果た
し、さらに外国にルーツを持つ子どもの学習機会の保障
や教師やクラスの友だちなど学校全体の共通理解につな
がるとしている21）。落合は公立小学校におけるベトナム
語母語教室の参与観察を通して、ベトナム系児童がベト
ナム語学習への動機だけでなく、ベトナム文化を伝える
リソースの一つである親への信頼や親との絆を求める動
機も高まり、自己の肯定やアイデンティティの確立につ
ながる可能性を示唆している22）。アイデンティティと異
文化接触・言語との関連性については、丸井が今後ます
ます重要なテーマになっていくと示唆している。その理
由として、人々が置かれている状況が複雑化していく社
会において、自分が用いる言語、他者が用いる言語をど
う捉えるのかについて考えることが自分自身、あるいは
他者との関係について知る一つの答えになり得るからで
あるとされている23）。さらに、真嶋らによると、母語と
日本語の二言語に育つことによるアイデンティティの発
達は、母語に対する肯定感を育み、それが自己肯定感へ
と発展し、最終的に日本語力の強化と教科学習に寄与す
るとされている24）。
以上の先行研究で示されているように、母語教育が単
に母語を活用する力の習得にとどまらず、教育現場や他
者への影響があることや、アイデンティティの形成に重
要であることがわかる。また、母語教育を通したアイデ
ンティティの形成が自己肯定感につながるとの知見もみ
られる。このことから、表 5の小学校および中学校にお
けるキャリア教育のプログラムの枠組み（例）にみられ
る自己肯定感を高める取り組みとして、つまりキャリア
教育の一環として母語教育を捉える視点が提示できると
考えられる。
また、教育を受けるためには、学びの場が必要であ
る。学びの場として、日本の学校、外国人学校がある。
ただし、外国人にとって義務教育は「義務」ではないた
め、ついていけない場合や何か問題が生じると日本の学
校をやめてしまうこともある。まずは、現在実態が不明
である外国人児童の不就学について、実態を把握するこ
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とが必要であろう。また、現在多くの外国人学校は各種
学校・学校法人として認可されていないことから、外国
人学校へ通学しても、義務教育を終えたことにはならな
いのが現状であり、これらの制度保障が必要である。
そして、学校に通うためには生活の安定が基盤とな
る。保護者の不安定な就労形態による厳しい経済事情等
により、学校に通えない児童の存在が指摘されてい
る25, 26）。
滞日外国人児童への支援については、学力支援や日本
語支援といった可視化する問題への対応のみにとどまら
ず、これらの問題解決の延長上にある「日本で生活する
ための支援」という視点で、家族の問題も含め解決を図
っていく必要がある。そして、彼らを受け入れる側とし
ても、彼らのもつ多様なルーツ、アイデンティティを尊
重し、自らの考えも共に変化させていくための支援体制
が今後ますます重要となってくる。
表 5 小学校および中学校におけるキャリア教育のプログラムの枠組み（例）
小学校
中学校
低学年 中学年 高学年
職業的（進路）発達の段階 進路の探索・選択にかかる基盤形成の時期 現実的探索と暫定的選択の時期
○職業的（進路）発達課題（小～高等学校段階）
各発達段階において達成しておくべき課題を、進
路・職業の選択能力及び将来の職業人として必要
な資質の形成という側面から捉えたもの。
・自己及び他者への積極的関心の形成・発展
・身のまわりの仕事や環境への関心・意欲の向上
・夢や希望、憧れる自己イメージの獲得
・勤労を重んじ目標に向かって努力する態度の形成
・暫定的自己理解と自己有用感の獲得
・興味・関心等に基づく職業観・勤労観の形成
・進路計画の立案と暫定的選択
・生き方や進路に関する現実的探索
職業的（進路）発達にかかわる諸能力
職業的（進路）発達を促すために育成することが期待される具体的な能力・態度
領域 領域説明 能力説明
人
間
関
係
形
成
能
力
他者の個性を尊
重し、自己の個
性を発揮しなが
ら、様々な人々
とコミュニケー
ションを図り、
協力・共同して
ものごとに取り
組む。
【自他の理解能力】
自己理解を深め、他者の多
様な個性を理解し、互いに
認め合うことを大切にして
行動していく能力
・自分の好きなことや嫌
なことをはっきり言う。
・友達と仲良く遊び、助
け合う。
・お世話になった人など
に感謝し親切にする。
・自分のよいところを見
つける。
・友達のよいところを認
め、励まし合う。
・自分の生活を支えてい
る人に感謝する。
・自分の長所や欠点に気
付き、自分らしさを発揮
する。
・話し合いなどに積極的
に参加し、自分と異なる
意見も理解しようとす
る。
・自分の良さや個性が分かり、他者の良さや感
情を理解し、尊重する。
・自分の言動が相手や他者に及ぼす影響が分か
る。
・自分の悩みを話せる人を持つ。
【コミュニケーション能力】
多様な集団・組織の中で、
コミュニケーションや豊か
な人間関係を築きながら、
自己の成長を果たしていく
能力
・あいさつや返事をす
る。
・「ありがとう」や「ご
めんなさい」を言う。
・自分の考えをみんなの
前で話す。
・自分の意見や気持ちを
わかりやすく表現する。
・友達の気持ちや考えを
理解しようとする。
・友達と協力して、学習
や活動に取り組む。
・思いやりの気持ちを持
ち、相手の立場に立って
考え行動しようとする。
・異年齢集団の活動に進
んで参加し、役割と責任
を果たそうとする。
・他者に配慮しながら、積極的に人間関係を築
こうとする。
・人間関係を大切さを理解し、コミュニケーシ
ョンスキルの基礎を習得する。
・リーダーとフォロアーの立場を理解し、チー
ムを組んで互いに支え合いながら仕事をする。
・新しい環境や人間関係に適応する。
情
報
活
用
能
力
学ぶこと・働く
ことの意義や役
割及びその多様
性を理解し、幅
広く情報を活用
して、自己の進
路や行き方の選
択に生かす。
【情報収集・探索能力】
進路や職業等に関する様々
な情報を収集・探索すると
ともに、必要な情報を選
択・活用し、自己の進路や
行き方を考えていく能力
・身近で働く人々の様子
が分かり、興味・関心を
持つ。
・いろいろな職業や生き
方があることが分かる。
・分からないことを、図
鑑などで調べたり、質問
したりする。
・身近な産業・職業の様
子やその変化が分かる。
・自分に必要な情報を探
す。
・気付いたこと、分かっ
たことや個人・グループ
でまとめたことを発表す
る。
・産業・経済等の変化に伴う職業や仕事の変化
のあらましを理解する。
・上級学校・学科等の種類や特徴及び職業に求
められる資格や学習歴の概略が分かる。
・生き方や進路に関する情報を、様々なメディ
アを通して調査・整理し活用する。
・必要応じ、獲得した情報に創意工夫を加え、
提示、発表、発信する。
【職業理解能力】
様々な体験等を通して、学
校で学ぶことと社会・職業
生活との関連や、今しなけ
ればならないことなどを理
解していく能力
・係や当番の活動に取り
組み、それらの大切さが
分かる。
・係や当番活動に積極的
にかかわる。
・働くことの楽しさが分
かる。
・施設・職場見学等を通
し、働くことの大切さや
苦労が分かる。
・学んだり体験したりし
たことと、生活や職業と
の関連を考える。
・将来の職業生活との関連の中で、今の学習の
必要性や大切さを理解する。
・体験等を通して、勤労の意義や働く人々の
様々な思いが分かる。
・係・委員会活動や職場体験等で得たことを、
以後の学習や選択に生かす。
将
来
設
計
能
力
夢や希望を持っ
て将来の生き方
や生活を考え、
社会の現実を踏
まえながら、前
向きに自己の将
来を設計する。
【役割把握・認識能力】
生活・仕事上の多様な役割
や意義及びその関連等を理
解し、自己の果たすべき役
割等についての認識を深め
ていく能力
・家の手伝いや割り当て
られた仕事・役割の必要
性が分かる。
・互いの役割や役割分担
の必要性が分かる。
・日常の生活や学習と将
来の生き方との関係に気
付く。
・社会生活にはいろいろ
な役割があることやその
大切さが分かる。
・仕事における役割の関
連性や変化に気付く。
・自分の役割やその進め方、よりよい集団活動
のための役割分担やその方法等が分かる。
・日常の生活や学習と将来の生き方との関係を
理解する。
・様々な職業の社会的役割や意義を理解し、自
己の生き方を考える。
【計画実行能力】
目標とすべき将来の生き方
や進路を考え、それを実現
するための進路計画を立
て、実際の選択行動等で実
行していく能力
・作業の準備や片づけを
する。
・決められた時間やきま
りを守ろうとする。
・将来の夢や希望を持
つ。
・計画づくりの必要性に
気付き、作業の手順が分
かる。
・学習等の計画を立て
る。
・将来のことを考える大
切さが分かる。
・憧れとする職業を持
ち、今、しなければなら
ないことを考える。
・将来の夢や職業を思い描き、自分にふさわし
い職業や仕事への関心・意欲を高める。
・進路計画を立てる意義や方法を理解し、自分
の目指すべき将来を暫定的に計画する。
・将来の進路希望に基づいて当面の目標を立
て、その達成に向けて努力する。
意
思
決
定
能
力
自らの意思と責
任でよりよい選
択・決定を行う
とともに、その
過程での課題や
葛藤に積極的に
取り組み克服す
る。
【選択能力】
様々な選択肢について比較
検討したり、葛藤を克服し
たりして、主体的に判断
し、自らにふさわしい選
択・決定を行っていく能力
・自分の好きなもの、大
切なものを持つ。
・学校でしてよいことと
悪いことがあることが分
かる。
・自分のやりたいこと、
よいと思うことなどを考
え、進んで取り組む。
・してはいけないことが
分かり、自制する。
・係活動などで自分のや
りたい係、やれそうな係
を選ぶ。
・教師や保護者に自分の
悩みや葛藤を話す。
・自己の個性や興味・関心等に基づいて、より
よい選択をしようとする。
・選択の意味や判断・決定の過程、結果には責
任が伴うことなどを理解する。
・教師や保護者と相談しながら、当面の進路を
選択し、その結果を受け入れる。
【課題解決能力】
意思決定に伴う責任を受け
入れ、選択結果に適応する
とともに、希望する進路の
実現に向け、自らの課題を
設定してその解決に取り組
む能力
・自分のことは自分で行
おうとする。
・自分の仕事に対して責
任を感じ、最後までやり
通そうとする。
・自分の力で課題を解決
しようと努力する。
・生活や学習上の課題を
見つけ、自分の力で解決
しようとする。
・将来の夢や希望を持
ち、実現を目指して努力
しようとする。
・学習や進路選択の過程を振り返り、次の選択
場面に生かす。
・よりよい生活や学習、進路や生き方等を目指
して自ら課題を見出していくことの大切さを理
解する。
・課題に積極的に取り組み、主体的に解決して
いこうとする。
国立教育政策研究所「児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進について」（平成 14年 11月）より、小学校および中学校に該当する内容を抜粋
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お わ り に
本研究を通して、滞日外国人児童の抱えるさまざまな
課題が見出された一方で、児童の将来を見据え、キャリ
ア支援の必要性を認識している支援者の存在も明らかに
なった。これまで筆者が取り組んできた研究を含め、滞
日外国人が抱える課題の多様性に圧倒されそうになりな
がら、しかし、共に取り組んでいこうと志を同じくする
存在は心強い。本研究を踏まえて、滞日外国人児童が置
かれている状況をさらに検証し、滞日外国人児童にとっ
て、将来にさまざまな選択肢が開かれ、自分たちの役割
に価値を見出し活躍できる社会の構築を目指したい。
付記
本研究は平成 27～29年度日本学術振興会学術研究助成基
金助成金（基盤研究（C））（課題番号 15 K 03997）「ニュー
カマーの障がい者のための生活支援システムの構築－滞日ブ
ラジル人の調査から－」（研究代表者：寳田玲子、研究分担
者：木村志保、柿木志津江）の助成を受けて行っています。
なお、本研究にあたり、調査にご協力くださった滞日外国
人支援者の皆様および調査対象者の皆様に心より感謝申し上
げます。
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